


 実施の様子 

 

写真１：浅井准教授によるミニ講義の様子 

 

写真２：70cm シーロスタット望遠鏡の仕組みについて説明を受ける様子 

 

写真３：18cm 屈折望遠鏡での太陽観測について説明を受ける様子 

 

 事務局との協力体制 

京都大学北部構内事務部経理課研究支援掛が委託費の経理事務と支出報告書の確認を行った。また、研

究推進部研究推進課が日本学術振興会への連絡調整と、提出書類の確認・修正等を行った。本事業の広報

活動、受講生募集、その他事業の実施に関して必要なことは、北部構内事務部経理課受入企画掛・研究支援

掛と、理学研究科天文台分室が、実施者と連携して行った。 

 

 

 



 

 広報活動 

京都府教育委員会・京都市教育委員会と連携することで、特に京都府内の中学、高校生への案内をスムー

ズに行った。京都市内小中学校の各生徒に配布される情報誌『GoGo 土曜塾』で案内を掲載した。また、京都

大学花山天文台のホームページ上で広く告知した。これらにより、受け付け開始から 3 時間で受け入れ定員を

上回る数の参加申し込みがあった。 

 

 安全配慮 

 受講生及び実施者（代表者・分担者・協力者）に対して、レクリエーション保険および賠償責任保険に加入し

た。構内の各所に、天文台職員および大学院生のスタッフを配置し、安全確保に努めた。 

 

 今後の発展性、課題 

 当日、猛暑に見舞われたため、屋外での観測・見学や移動をなるべく減らすように配慮した。ただし、屋内で

の講義や観測施設の紹介を充実させることで、参加者の知的好奇心は十分刺激できたと思われる。 

 

【実施分担者】 

柴田 一成 理学研究科附属天文台・教授 

一本 潔 理学研究科附属天文台・教授 

野上 大作 理学研究科宇宙物理学教室・准教授 

石井 貴子 理学研究科附属天文台・研究員 

西田 圭佑 理学研究科附属天文台・研究員 

鴨部 麻衣 理学研究科附属天文台・技能補佐員 

寺西 正裕 理学研究科附属天文台・技能補佐員 

木村 剛一 理学研究科附属天文台・技術専門職員 

仲谷 善一 理学研究科附属天文台・技術専門職員 

小長谷 茉実 理学研究科附属天文台・事務補佐員 

岡村 綾子 理学研究科附属天文台・事務補佐員 

田中 奏絵 理学研究科附属天文台・事務補佐員 

 

【実施協力者】      8  名 

 

【事務担当者】 

山下 絵理子 研究推進部研究推進課研究助成掛・掛長 
 


